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令
和
７
年
４
月
の
閣
議
決
定
「
中
小
企
業
者
に
関

す
る
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
に
「
資
材

の
供
給
減
少
、
価
格
高
騰
が
発
生
し
た
場
合
、
受
注
者

か
ら
請
負
契
約
の
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
の
申
し

出
が
あ
っ
た
際
に
は
、
予
算
の
不
足
や
過
去
変
更
契
約

実
績
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
協
議
に
応
じ
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
に
」
と
あ
る
が
、
当
市
に
お
い
て
も
こ
の
方

針
を
徹
底
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
契
約
時
に
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
生
じ

た
場
合
、
そ
の
負
担
を
受
注
者
の
み
に
負
わ
せ
る
こ
と

は
適
当
で
は
な
く
、
受
注
者
と
発
注
者
の
双
方
で
負
担

を
分
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
発
注
者

が
負
担
し
て
い
る
。

　
　
地
域
保
全
型
工
事
発
注
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
地
域
に
貢
献
す
る
地
元
企
業
に
工
事
を
発
注
す
る

こ
と
で
、
地
元
企
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
れ
、

除
雪
業
務
な
ど
の
地
域
貢
献
の
取
組
を
一
層
促
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
工
事
の
対
象
は
、
予
定
価
格
が

２
０
０
万
円
超
２
０
０
０
万
円
未
満
の
特
殊
な
技
術
を

要
し
な
い
土
木
工
事
の
う
ち
、
地
域
の
安
全
・
安
心
確

保
に
深
く
関
わ
る
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
な
ど
で
、
安

塚
区
、
浦
川
原
区
、
大
島
区
、
牧
区
で
試
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図
る
に
は
地
域

維
持
型
契
約
方
式
が
有
効
だ
が
、
地
域
保
全
型
工
事
を

試
行
す
る
中
で
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
当

市
の
実
情
に
適
し
た
制
度
設
計
を
進
め
る
。

　
　
令
和
６
年
末
、国
民
民
主
党
と
維
新
の
会
か
ら「
外

国
人
土
地
取
得
規
制
法
案
」
が
衆
議
院
に
再
提
出
さ
れ

た
。
北
海
道
な
ど
の
他
自
治
体
で
は
、
外
国
人
に
よ
る

土
地
の
購
入
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
上
越
市
で
の

実
態
は
調
査
し
て
い
る
か
。

　
　
当
市
で
は
、
外
国
人
に
よ
る
土
地
購
入
に
関
す
る

独
自
の
調
査
や
市
民
に
向
け
た
啓
発
等
の
対
応
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
柿
崎
区
で
外
国
人
に
よ
り
取
得
さ
れ
、
事
業
展
開

し
て
い
る
土
地
が
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
中
が
見
え

な
い
状
態
に
あ
る
。
近
隣
住
民
か
ら
不
安
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
が
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
事
業
者
か
ら
近
隣
住
民
へ
、
実
際
に
行
っ
て
い
る

こ
と
等
を
説
明
し
て
も
ら
う
よ
う
、
県
と
協
力
し
て
粘

り
強
く
交
渉
し
て
い
く
。

学
校
給
食
を
全
て
米
飯
へ

　
　
当
市
の
学
校
給
食
を
全
て
米
飯
に
替
え
、
地
元
産

の
米
を
使
用
す
る
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
米
が
追
加
で

必
要
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用
は
い
く
ら
か
。

　
　
追
加
で
約
63
ｔ
必
要
と
な
る
。
費
用
は
雑
費
を
含

め
６
２
６
０
万
円
だ
が
、
不
要
に
な
る
パ
ン
や
麺
類
の

調
達
費
を
差
引
け
ば
、
１
２
６
万
円
の
増
と
な
る
。

　
　
今
後
、
完
全
米
飯
給
食
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
子
供
の
嗜
好
や
食
育
等
の
関
係
上
、
全
て
米
飯
に

す
る
こ
と
に
は
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
。

　
　
県
議
会
が
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
の
県
民
投
票

条
例
案
を
否
決
し
た
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
県
議
会
で
の
慎
重
な
審
議
の
結
果
で
あ
り
、
市
長

と
し
て
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　
　
知
事
に
意
見
を
伝
え
る
前
に
、
市
民
の
考
え
を
把

握
す
る
機
会
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
具
体
的
な
方
法
は
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
「
県
民
に
信
を
問
う
」
方
法
を
早
急
に
示
す
よ
う
、

知
事
に
要
請
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
方
法
や
時
期
は
、
知
事
自
身
が
判
断
し
て
示
す
も

の
で
あ
り
、
市
か
ら
要
請
す
る
こ
と
は
な
い
。

中
高
生
の
居
場
所
・
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
づ
く
り

　
　
特
に
高
校
が
集
中
す
る
高
田
地
区
に
お
け
る
今
後

の
居
場
所
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
将
来
像
を
聞
き
た
い
。

　
　
関
根
学
園
高
校
の
生
徒
の
取
組
を
契
機
に
、
地
域

全
体
で
高
校
生
の
居
場
所
づ
く
り
の
機
運
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
も
支
援

を
継
続
し
、
他
校
の
生
徒
や
商
店
街
な
ど
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
学
生
が
地
域
の
魅
力
を
知
り
、
愛
着
を
高

め
る
き
っ
か
け
と
な
る
場
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

　
　
南
高
田
駅
周
辺
も
多
く
の
生
徒
が
利
用
し
て
い
る

が
、
こ
の
地
区
の
将
来
像
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ま
ず
は
高
田
駅
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え
て
い
る

が
、
南
高
田
駅
の
こ
と
も
見
据
え
な
が
ら
計
画
を
立
て

て
い
く
。

山
本
　
佳
洋
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

原
発
再
稼
働
の
県
民
投
票

条
例
案
否
決
へ
の
見
解
は

櫻
庭
　
節
子
（
み
ら
い
）

外
国
人
に
よ
る
土
地
取
得

問
題
へ
の
対
応
は

滝
沢
　
一
成
（
無
所
属
）

市
内
中
小
企
業
事
業
者
を

支
え
る
取
組
を
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